



























































































習量の場合であれば，テストの I点とか 10点を I単位とすることもできるし，満点取得者





























































































A ①よく考える子ども ①進んでやる子ども ①美しい心と強いからだを持つ子ども @ 
協力する子ども
B ①明るく@正しく・強く生きょう ②よく考える ①積極的に行動する ④たくましい
身体をつくる
c (0明るく元気な子ども ②よく考える子ども ①ねばり強い子ども
D 新しい校風づくりを目ざし，心身ともに健康で個性豊かな生徒に育てる ①もっと考え


















































うより学習の主体ーーであるところの「児童・生徒」であるD たとえば， r派手 J(浪費す
る，物を粗末にする)， I怠ける J(勤労意欲に乏しい等)， rとっつきにくい J(協調性
が乏しい，閉鎖的，社会性に乏しい等)， rくじけやすい J(努力しない，根気が不足等)，
「消極的 J(競争心が乏しい等)， I無礼J(粗野等)， I話下手 J(表現力が劣る)， r 
模倣的 J(自主性が乏しい)ーーといったような，児童・生徒の特性を具体的に把握し，そ
れを目標設定の中に生かす必要があるであろう。われわれが行った調査によると， r自信と





























同様のことは， r施設 6 設備 jなとやの物的条件についてもいえる。学校は学校独自の施設
@設備だけでなく，地域社会の中にある図書館，美術館，体育施設などさまざまの物的資源
を活用することによって，学校の教育機能の拡大を図るべきである。したがって，学校教育
目標の設定には，上のような地域社会の中にある物的資源の利用可能性も反映させられなけ
ればならないであろう。
また，以上のような諸要因を具体的に把握するためには，さまざまの方法がとられなくて
はならないが，学校独自の自己診断と同時に，他者による診断調査も必要であろう。
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5 地域教育計画へのー提案
学校とは何か。教師の役割は何か。これはいまわが国においてのみならず，世界各国にお
いて関われている現代的な教育問題である。
原始的な社会であろうと，高度に文明の発達した社会であろうと，すべての社会は，その
構成員を社会化する手段，つまり構成員にその社会の一員として認められるのに必要な知識
@価値・態度@技術を与えるための手段をもっている。前近代的な社会においては，この社
会イヒの過程は主として家族や親族集団や地域社会の機能であった。それはフォーマノレなもの
ではなく，インフォーマルなものであった。しかし，社会構造の規模や複雑さが増すにつれ
て，社会化機能の多くは次第によりフォーマルな機関に譲りわたされていった。公的な事業
として組識化された学校システムは，そのフォーマノレな機関の最新の形態として存在してい
る。しかし，このように教育の機能が地域を離れて学校の中に囲い込まれることによって，
学校は地域から弧立する傾向を強めてきた。そこで学校を地域に開かれたものにし，教育を
地域的なひろがりの中で考え直すべき必要性が高まってきたのである。教育の地域的再編成
は教育の最適化を考える重要な視角の一つでなくてはならなし、。つまり，第二次大戦後にみ
られたカリキュラム運動としての地域教育計画ではなく，以上のような意味における新しい
視点に立った地域教育計画が構想されなくてはならなし、。このような芽は各地にみられない
わけではないが，それを支える研究が今後一層推進されなくてはならない。
個別の学校を越えた地域レベルの教育的再編成を目的とした地域教育計画を提唱したい。
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